
年
末
、
慌
た
だ
し
い
日
々

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
日
頃
は
当
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
ご
支
援
、
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
研

究
会
開
催
事
業
も
、
今
年
度

７
回
開
催
予
定
の
と
こ
ろ
、

残
す
と
こ
ろ
Ｊ
Ａ
金
融
問
題

研
究
会
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
事
業

改
革
に
関
す
る
研
究
会
の
２

回
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
ご
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
来
年
度
か
ら
研
究

会
の
年
間
予
約
コ
ー
ス
を
設

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
運
営

会
議
等
で
検
討
中
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
の
研
究
会
に
つ
き

ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
の
ト
ッ
プ

層
や
幹
部
職
員
の
学
び
の
場

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
と
自
負
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
農
業
、
Ｊ
Ａ

を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、
Ｊ
Ａ
を
的
確

に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、

学
び
と
交
流
の
場
の
重
要
性

は
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
会
は
、

農
協
問
題
総
合
研
究
会
を
始

め
、
農
産
物
流
通
、
地
域
農

業
振
興
、
共
済
、
金
融
、
さ

ら
に
は
経
営
基
盤
強
化
、
営

農
事
業
改
革
と
、
幅
広
い
問

題
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
事

務
局
は
、
各
担
当
部
署
に
開

催
の
案
内
を
個
別
に
行
う
場

合
が
多
く
、
必
ず
し
も
Ｊ
Ａ

に
対
し
て
的
確
な
ご
案
内
が

出
来
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
現
役
の
経

営
ト
ッ
プ
や
、
将
来
を
担
う

若
手
幹
部
職
員
に
は
、
こ
れ

ら
の
研
究
会
に
継
続
し
て
参

加
す
る
こ
と
で
、
総
合
Ｊ
Ａ

に
ふ
さ
わ
し
い
幅
広
い
分
野

を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

年
間
予
約
コ
ー
ス
は
上
記

７
つ
の
研
究
会
に
１
名
な
い

し
２
名
の
参
加
が
可
能
な
コ
ー

ス
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。

年
間
予
約
コ
ー
ス
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
各
研
究
会
に

個
別
に
申
し
込
む
場
合
に
比

べ
て
、
参
加
費
が
格
段
に
お

安
く
な
り
ま
す
（
２
名
参
加

コ
ー
ス
で
約
４
割
引

38
万
円

程
度
を
予
定
）
。
１
年
間
の

参
加
費
が
定
額
に
な
る
こ
と

で
、
会
員
団
体
で
の
予
算
作

成
が
容
易
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

会
員
団
体
の
受
講
と
り
ま
と

め
部
署
を
総
務
部
署
な
ど
に

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
役

職
員
の
計
画
的
な
受
講
が
可

能
に
な
り
、
研
究
会
参
加
者

を
各
部
署
に
適
切
に
ご
案
内

い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
諸

事
情
で
参
加
出
来
な
い
場
合

の
対
応
と
し
て
、
研
究
会
の

録
画
を
一
定
期
間
配
信
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
５
類
移

行
も
あ
り
、
対
面
と
交
流
を

重
視
す
る
研
究
会
本
来
の
趣

旨
を
重
ん
じ
て
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
リ
モ
ー
ト
受
講
に
つ

い
て
は
中
止
の
方
向
で
考
え

て
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ

ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
後
、
具
体
的
な
案

内
文
書
を
作
成
し
て
、
お
送

り
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
今
後
と
も
研
究
会
の
充

実
に
向
け
て
、
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事
）

今
回
で

30
回
を
数
え
る
Ｊ

Ａ
共
済
総
合
研
究
会
が
、

10

月

23
日
（
月
）
～

25
日
（
水
）

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
北
は
岩
手
県
か

ら
南
は
沖
縄
県
の

21
都
府
県

63
人
（
う
ち
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参

加

14
人
）
。
全
国
か
ら
広
く

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
般
、
保
険
・
共
済
に
関

わ
る
不
祥
事
が
メ
デ
ィ
ア
を

賑
わ
せ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
Ｊ
Ａ
共
済
事
業
に
お

い
て
も
、
農
林
水
産
省
経
営

局
（
２
０
２
３
年
１
月
）
に

よ
る
「
共
済
事
業
向
け
の
総

合
的
な
監
督
指
針
」
の
改
正

を
受
け
、
適
正
な
目
標
設
定
・

管
理
体
制
を
実
現
す
る
た
め

の
、
各
種
計
画
の
策
定
と
実

践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
研
究
会
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
共
済
を
め
ぐ
る
こ
の
よ

う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
事
業
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

来

年

度

か

ら

「

年

間

予

約

コ

ー

ス

」

を

設

定

増
田
佳
昭

令

和

５

年

度

（

通

算

第

30

回

）

Ｊ

Ａ

共

済

総

合

研

究

会

を

終

え

て

小
松
泰
信



推

進

体

制

等

の

見

直

し

を

中

軸

に

据

え

た

共

済

事

業

戦

略

の

あ

り

方

の

解

明

を

課
題
と
し
ま
し
た
。

研

究

会

の

概

要

は

、

次

の
通
り
で
す
。

報

告

Ⅰ

で

は

、

石

田

正

昭

氏

（

三

重

大

学

名

誉

教

授

）

が

、

「

総

合

Ｊ

Ａ

の

あ

り

方

を

考

え

る

」

と

題

し

、

「

相

互

扶

助

の

宗

教

的

意

義

」

を

提

示

し

、

将

来

的

な

総

合

Ｊ

Ａ

の

あ

り

方

と

そ

こ

に

お

け

る

共

済

事

業

の

位

置

付

け

に

つ

い

て
報
告
し
ま
し
た
。

報

告

Ⅱ

で

は

、

植

村

信

保

氏

（

福

岡

大

学

商

学

部

教

授

）

が

、

「

保

険

業

界

の

最

新

動

向

と

Ｊ

Ａ

へ

の

提

言

」

と

題

し

、

「

ビ

ッ

グ

モ

ー

タ

ー

問

題

を

ど

う

考

え

る

か

」

「

生

命

保

険

会

社

の

業

績

動

向

」

、

そ

し

て

「

新

た

な

健

全

性

規

制

の

導

入

」

に

つ

い

て

報

告
し
ま
し
た
。

報

告

Ⅲ

で

は

、

早

水

徹

氏

（

Ｊ

Ａ

共

済

連

常

務

理

事

）

が

、

「

『

Ｊ

Ａ

共

済

事

業

の

総

合

的

な

監

督

指

針

』

改

正

の

ポ

イ

ン

ト

と

対

応

方

策

」

と

題

し

、

「

改

正

監

督

指

針

等

へ

の

対

応

」

を

軸

に

、

「

今

次

３
か
年
計
画
の
進
捗
状
況
」

「

共

済

監

督

指

針

の

改

正

等

」

に

つ

い

て

報

告

し

ま

し
た
。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

テ

ー

マ

は

「

持

続

可

能

な

経

営

基

盤

の

確

立

・

強

化

と

共

済
事
業
戦
略-

事
業
推
進
体

制
の
あ
り
方
を
中
心
に-

」
。

座

長

は

高

田

理

氏

（

神

戸

大

学

名

誉

教

授

）

。

コ

メ

ン

テ

ー

タ

ー

は

河

原

林

勝

利

氏

（

Ｊ

Ａ

共

済

連

京

都

本

部

長

）

と

瀬

津

孝

（
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）
。

実

践

報

告

①
Ｊ

Ａ

ぎ

ふ

（

事

業

部

長

・

三

宅

智

幸

氏

）

で

は

、

目

標

管

理

制

度

か

ら

利

益

管

理

制

度

へ

の

移

行

と

、

訪

問

活

動

を

普

及

活

動

の

原

点

に

据

え

た

取

り

組

み

や

、

人

材

育

成

プ

ロ

グ

ラ

ム

な

ど

が

報

告
さ
れ
ま
し
た
。

実
践
報
告
②
Ｊ
Ａ
な
ご
や

（
常
務
理
事
・
福
田
博
氏
）

で

は

、

「

組

合

員

・

利

用

者

と

の

『

対

話

』

に

よ

る

長

期

的

取

引

関

係

や

信

頼

関

係

の

構

築

を

目

指

し

た

行

動

指

標

管

理

の

導

入

」

と
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー

ト

体

制

の

導

入

と

実

践

」

に

基

づ

く

共

済

事

業

戦

略

な

ど

が

報

告

さ

れ

ま

し

た
。

数

々

の

時

宜

を

得

た

興

味

深

い

取

り

組

み

に

つ

い

て

、

活

発

な

質

疑

応

答

が

な
さ
れ
ま
し
た
。

報

告

Ⅳ

で

は

、

鈴

木

宣

弘

氏

（

東

京

大

学

大

学

院

教

授

）

が

、

「

農

業

・

農

協

を

め

ぐ

る

情

勢

と

Ｊ

Ａ

へ

の

期

待

」

と

題

し

、

「

わ

が

国

の

深

刻

な

食

料

自
給
率
が
意
味
す
る
未
来
」

を

少

し

で

も

明

る

い

も

の

に

す

る

た

め

に

、

Ｊ

Ａ

が

「

最

後

の

砦

」

と

な

ら

ね

ば

な

ら

な

い

こ

と

な

ど

に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

報

告

Ⅴ

で

は

、

小

松

が
、

「

Ｊ

Ａ

共

済

の

基

本

課

題

と

展

開

方

向

」

と

題

し

、

共

済

事

業

が

伸

び

に

く

い

状

況

下

で

は

あ

る

が

、

組

合

員

・

加

入

者

の

リ

ス

ク

に

対

す

る

備

え

と

し

て

重

要

な

事

業

で

あ

る

こ

と

を

Ｊ

Ａ

役

職

員

は

自

覚

し

、

誠

実

に

取

り

組

ま

ね

ば

な

ら

な

い

こ

と

な

ど

を

報

告

し
ま
し
た
。

（

Ｊ

Ａ

共

済

総

合

研

究

会

企
画
委
員
主
査
）

１
月

18
日
（
木
）
～

19

日

（

金

）

、

京

都

Ｊ

Ａ

ビ

ル

お

よ

び

Ｚ

ｏ

ｏ

ｍ

で

開

催
し
ま
す
。

報

告

は

「

地

域

金

融

の

最

新

動

向

と

地

域

金

融

機

関

の

未

来

」

橋

本

卓

典

氏

（
共
同
通
信
社
編
集
委
員
）
、

「

わ

が

信

金

が

め

ざ

す

地

域

密

着

型

金

融

と

は

」

橋

本

秀

哉

氏

（

京

都

中

央

信

用

金

庫

専

務

理

事

）

、

第９号 セ ン タ ー だ よ り 令和５年１２月２０日
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融
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「

Ｊ

Ａ

信

用

事

業

を

め

ぐ

る
課
題
と
対
応
方
向-

組
合

員

・

地

域

に

ど

う

寄

り

そ

う
か-

」
増
田
佳
昭
氏
（
滋

賀

県

立

大

学

名

誉

教

授

）
。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

「

こ

れ

か

ら

の

信

用

事

業

を

考

え

る

」

を

テ

ー

マ

に

今

野

博

之

氏

（

Ｊ

Ａ

い

ち

か

わ

代

表

理

事

組

合

長

）

、

中

條

秀

二

氏

（

Ｊ

Ａ

あ

い

ら

代

表

理

事

組

合

長

）

ら

か

ら

の

実

践

報

告

を

も

と

に

討

論

し

ま

す

。

申

し

込

み

期

限
は
、
１
月

12
日
（
金
）
。

２

月

８

日

（

木

）

～

９

日

（

金

）

、

京

都

Ｊ

Ａ

ビ

ル

お

よ

び

Ｚ

ｏ

ｏ

ｍ

で

開

催
し
ま
す
。

報

告

は

「

日

本

農

業

の

現

段

階

と

Ｊ

Ａ

の

課

題

」

田

代

洋

一

氏

（

横

浜

国

立
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実

感

の

伴

う

地

球

温

暖

化

・

気

候

変

動

に

比

し

て
、

生

物

多

様

性

（

Ｂ

Ｄ

）

の

保

全

は

捉

え

ど

こ

ろ

が

な

く

、

切

実

感

に

か

け

る

き

ら

い

が

あ

る

。

Ｂ

Ｄ

が

失

わ

れ

る

と

、

何

が

困

る

の

か

が

見

え

に

く

い

の

も

こ

の

問

題

の

特

徴

で

あ

る

。

農

家

に

と

っ

て

は

、

カ

メ

ム

シ

や

ウ

ン

カ

な

ど

の

被

害

に

振

り

回

さ

れ

て

い

る

の

で

、

む

し

ろ

こ

う

し

た

生

物

は

い

な

い

方

が

良

い

と

感

じ

る

か

も

し

れ

な

い
。

と

こ

ろ

が

、

た

と

え

ば

多

様

な

土

壌

微

生

物

の

働

き

が

な

い

と

、

作

物

の

健

康

と

収

量

は

確

保

で

き

な

い

し

、

野

菜

や

果

樹

の

結

実

に

も

昆

虫

が

重

要

な

役

割

を

果

た

し

て

い

る

。

造

網

性

の

ク

モ

が

た

く

さ

ん

い

る

と

、

「

害

虫

」

も

餌

と

し

て

捕

食

し

て

く

れ

る

。

そ

う

す

る

と

、

Ｂ

Ｄ

の

喪

失

は

農

業

の

基

盤

を

揺

る

が

す

問

題

だ

と

い

う

こ

と

に
な
る
。

Ｂ

Ｄ

の

保

全

は

１

９

９

２

年

の

生

物

多

様

性

条

約

以

来

の

長

期

的

な

課

題

で

あ

る

。

２

０

１

０

年

に

は

愛

知

県

で

生

物

多

様

性

条

約
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
（
第

10
回

締

約

国

会

議

）

が

開

催

さ

れ

、

「

戦

略

目

標

２

０

１

１-

２

０

２

０

」

と

20
の

項

目

か

ら

な

る

「

愛

知

目

標

」

が

策

定

さ

れ

た

。

し

か

し

、

そ

の

目

標

は

ほ

と

ん

ど

達

成

で

き

て

い

な

い

（

『

地

球

規

模

生

物

多

様

性
概
況
第
５
版
（
Ｇ
Ｂ
Ｏ-

５

）

』

２

０

２

０

年

）

。

そ

こ

で

「

野

心

的

」

な

取

組
と
し
て
２
０
２
２
年

12

月

に

採

択

さ

れ

た

の

が

「

昆

明

・

モ

ン

ト

リ

オ

ー

ル

生

物

多

様

性

枠

組

」

で

あ

る

。

同

枠

組

の

中

期

目

標

の

中

に

、

陸

域

と

海

域
の

30
％
以
上
を
保
全

し
よ
う
と
い
う
「

30
by
30

目

標

」

が

盛

り

込

ま

れ

た
。

日

本

で

は

、

国

立

・

国

定
公
園
だ
け
で
は
「

30
by

30
目
標
」
を
達
成
で
き
な

い

。

そ

こ

で

注

目

さ

れ

た

の

が

、

「

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｍ

（

保

全

地

域

以

外

で

生

物

多

様

性
保
全
に
資
す
る
地
域
）
」

と

呼

ば

れ

る

手

法

で

あ

る
。

こ

の

方

法

だ

と

、

Ｂ

Ｄ

の

保

全

効

果

を

も

つ

場

所

な

ら

人

為

的

な

「

自

然

」

で

も
「

30

by

30
目

標

」

の

対

象

に

数

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

里

地

里

山

や

「

賢

明

な

利

用

」

と

し

て

の

水

田

な

ど

も

対

象

に

な

り

う

る

。

そ

の

一

環

と

し

て

、

環

境

省

は

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｍ

に

対

応
す
る
「
自
然
共
生
地
域
」

の

認

定

を

２

０

２

３

年

に

始

め

た

。

自

然

共

生

地

域

と

し

て

認

定

さ

れ

る

と

、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

に

掲

載

さ

れ

て

、

Ｂ

Ｄ

保

全

に

積

極

的

な

地

域

と

し

て

ア

ピ

ー

ル

す

る

こ

と

が
で
き
る
。

Ｂ

Ｄ

の

保

全

は

農

業

の

多

面

的

機

能

の

ひ

と

つ

だ

が

、

そ

れ

を

地

域

戦

略

に

結

び

つ

け

る

捉

え

方

は

希

薄

だ

っ

た

。

自

然

共

生

地

域

制

度

は

こ

の

欠

落

点

を

埋

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

「

み

ど

り

の

食

料

シ

ス

テ

ム

戦

略

」

に

も

、

Ｂ

Ｄ

の

保

全

は

や

や

付

随

的

な

が

ら

も

明

記

さ

れ

て

い

る

。

Ｂ

Ｄ

の

保

全

は

、

環

境

省

の

自

然

共

生

地

域

制

度

と

連

動

さ

せ

る

こ

と

で

、

社

会

経

済

的

な

意

義

を

含

む

新

し

い

可

能

性

を

開

き

う

る

。

そ

の

際

に

重

要

な

こ

と

は

一

般

的

な

Ｂ

Ｄ

で

は

な

く

、

圃

場

と

里

山

や

溜

池

・

水

路

な

ど

の

周

辺

を

含

ん

だ

農

的

な

空

間

に

お

け

る

生

物

多

様

性

、

つ

ま

り

農

的

生

物

多

様

性

と

し

て

位

置

づ

け

直

し

、

農

業

の

独

自

性

を

明

確

化

す

る

こ
と
で
あ
る
。

（

当

セ

ン

タ

ー

理

事

・

近

畿
大
学
名
誉
教
授
）

時

論

生
物
多
様
性
の
保
全
と
農
業(

１)
-

生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
の
「
30
by
30
目
標
」
と
農
林
漁
業-

池
上
甲
一

Ｊ
Ａ
の
営
農
事
業
改
革
に

関
す
る
研
究
会
の
ご
案
内



大

学

名

誉

教

授

・

大

妻

女

子

大

学

名

誉

教

授

）

、

「

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

は

日

本

農
業
と
ど
う
向
き
合
う
か-

第

30
回

Ｊ

Ａ

全

国

大

会

議

案

に

示

す

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

の
め
ざ
す
方
向-

」
佐
々
木

悠
氏
（
Ｊ
Ａ
全
中
リ
ー
ダ
ー
）
。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

「

地

域

農

業

振

興

計

画

を

ど

う

見

直
す
か-

産
地
振
興
と
担
い

手

づ

く

り

を

ど

う

進

め

る

か-

」
を
テ
ー
マ
に
白
鳥
健

一

氏

（

Ｊ

Ａ

上

伊

那

常

務

理

事

）

、

森

康

弘

氏

（

Ｊ

Ａ

お

ち

い

ま

ば

り

営

農

振

興

部

長

）

ら

か

ら

の

実

践

報

告

を

も

と

に

討

論

し

ま

す

。

申

し

込

み

期

限

は

、

２
月
２
日
（
金
）
。

詳
細

は

、h
t
t
p
s
:
/
/

a
g
r
i
d
t
c
.
o
r
.
j
p
/
n
i

t
t
e
i
.
h
t
m
l

に
掲
載
。

第９号 セ ン タ ー だ よ り 令和５年１２月２０日

藤
谷
先
生
の
逝
去
を
「
地

域
農
業
と
農
協
」
で
知
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥

福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
谷
先
生
は
さ
つ
ま
農
協

（
合
併
前
農
協
）
企
画
課
長

在
任
時
出
会
い
が
初
め
て
で

あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。
平
成

10
年
５
月

28
日

さ
つ
ま
農
協
が
主
催
し
た
家

の
光
「
教
育
文
化
活
動
」
記

念
講
演
の
講
師
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
家
の
光
協
会
か
ら

出
版
さ
れ
た
『
農
協
大
革
新

21
世
紀
へ
向
け
て
』
（
第

２
版
）
を
購
読
し
た
の
が
企

画
の
動
機
で
あ
っ
た
。
講
演

会
開
催
前
に
『
農
協
大
革
新
』

を
役
員
・
課
長
級
以
上
で
構

成
す
る
企
画
会
議
メ
ン
バ
ー

35
人
に
一
括
購
入
し
読
ん

で
も
ら
っ
た
。
一
般
職
員
を

含
め
１
０
０
名
の
職
員
へ
熱

気
あ
ふ
れ
る
講
演
を
通
し
て

ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
は

感
謝
の
一
言
に
つ
き
る
。
講

演
会
後
、
著
書
へ
一
筆
書
い

て
下
さ
い
と
「
マ
ジ
ッ
ク
」

を
持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、

マ
ジ
ッ
ク
は
ダ
メ
だ
と
一
言
。

毛
筆
が
良
い
と
の
事
。
「
乞

御
批
判
」
と
記
さ
れ
た
。
気

さ
く
な
一
面
と
常
に
広
く
意

見
を
求
め
ら
れ
て
い
る
姿
勢

が
感
じ
取
れ
た
。
今
も
時
々

読
み
返
し
て
み
る
が
、
当
時

先
生
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は

農
協
が
現
在
直
面
し
て
い
る

課
題
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い

な
い
。
社
会
環
境
の
変
化
は

認
め
る
も
の
の
協
同
組
合
理

念
の
希
薄
化
は
深
刻
化
し
て

い
る
。

私

は

、

当

セ

ン

タ

ー

主

催

の

研

究

会

か

ら

得

た
も
の
は
大
き
い
。
単
位
農

協
に
勤
務
す
る
者
は
中
央
会

や
事
業
連
主
催
の
研
修
が
中

心
で
、
大
学
教
授
が
研
究
さ

れ
た
研
究
内
容
や
全
国
連
及

び
全
国
の
先
進
農
協
事
例
を

直
接
聞
け
る
機
会
は
皆
無
に

等
し
い
。
自
己
研
修
と
位
置

づ
け
自
費
で
研
究
会
へ
参
加

し
て
来
た
。
研
究
会
で
は
可

能
な
限
り
質
問
を
し
た
。
農

協
自
己
改
革
が
強
く
言
わ
れ

て

い

た

時

期

、

研

究

会

で

「
自
己
改
革
を
外
的
要
因
か

ら
の
非
難
に
対
処
す
る
だ
け

で
な
く
、
農
協
三
段
階
制
組

織
の
在
り
方
を
本
気
で
議
論

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
自
己
改
革
の
本
丸
だ
と
考

え
る
。
」
と
講
師
に
意
見
を

述
べ
た
。
そ
の
考
え
は
先
生

か
ら
受
け
た
影
響
も
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
と
思
う
。
研
究

会
に
は
複
数
回
参
加
を
さ
せ

て
頂
き
、
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
た
。
先
生
は
研
究
会

で
、
「
京
都
に
は
見
る
べ
き

箇
所
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
是

非
、
観
光
を
さ
れ
て
お
帰
り

下
さ
い
。
」
遊
び
心
も
旺
盛

で
あ
っ
た
。
先
生
の
言
わ
れ

た
「
京
都
観
光
」
を
も
う
少

し
素
直
に
聞
い
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
思
う
時
が
あ
る
。

当
時
は
、
仕
事
に
追
わ
れ
て

お
り
、
研
究
会
が
終
わ
れ
ば

最
終
便
で
鹿
児
島
に
帰
っ
て

い
た
。
自
宅
に
帰
り
つ
く
の

は
夜
の

11
時
頃
だ
っ
た
。

な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

藤
谷
先
生
の
ご
冥
福
を
重

ね
て
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

当
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発

展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
元
監
事
）

会
員
の
声

農

業

開

発

研

修

セ

ン

タ

ー

元

会

長

藤

谷

築

次

先

生

を

思

う

徳
留
純
一


